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〈指導者の言葉〉 
 

本校では，読書の習慣化を図り，主体的に本を読み，考えを表現する力の
育成に取り組んでいます。読書活動の推進としては，朝読書，読んだ本を記
録する「読書貯金通帳」の記入，保護者や図書委員会による本の読み語り，
読んだ本の面白さを短文で伝える「読書の木」カードの記入等，本に親しみ，
読書の楽しさにふれる活動に取り組んでいます。 

本作品は，夏休みの読書活動の一環として，読書感想文に取り組んだもの
です。一学期に，国語科の単元「お話を読んで，かんそうを書こう『スイミ
ー』」において，登場人物の言動に着目して読み，自分の感想と，どこを読
んでそう思ったのかを明確にして感想文を書くという学習を行いました。ま
た，お話を読んだ時の自分の気持ちに合う言葉を全員で出し合い，語彙を増
やすと共に，理由を表す表現についても学習しました。実際に読書感想文を
書く際には，「はじめ」「なか」「おわり」の三部構成で書くことも指導しま
した。 

本児童は，読書の習慣が身に付いており，学校の図書室を利用するだけで
はなく，地域の図書館を利用し，興味のある本を選んで読書しています。広
島の原爆をテーマにしたドラマを見たことをきっかけに，平和について考え
るようになった本児童は，「タケノコごはん」を読み，さらに自分が住む広
島や，原爆，平和について思いを巡らせるようになり，戦争や平和をテーマ
にした他の作品も読むようになりました。本作品は，基本的な構想に沿って
書くことができており，登場人物の言動から，その人物の思いを想像し，登
場人物に寄り添いながら，自分の思いや考えを表現することができていま
す。本を読んだ感想だけにとどまらず，読書を通して得た気付きをもとに，
自らの生活を見つめ直し，「誰もが優しい気持ちで過ごせるようになってほ
しい。」という平和への願いを書きまとめることができた作品となりました。 

 


